
お 見 積 り！

本店／〒101-8329　東京都千代田区神田駿河台2-3　TEL03（3292）8000（大代表）
お客さま相談窓口　フリーダイヤル0120-17-2424［9：00～17：00（土日祝除く）］
ホームページアドレス　http://www.nisshinfire.co.jp/

●安心のトータルライフプランをお手伝い。お気軽にご用命ください。

RR807（広）’1804（改）20,000OX

サービス24
24時間・365日

代理店・営業担当

万一事故にあわれたら フリーダイヤル 0120-25-7474

商品・製品等の輸送中や加工中のリスクは補償されていますか？盗難リスクや水災リスクは？？
Mono保険 商品包括プランは、貴社の商品・製品等を取りまくリスクを幅広くカバー！

さらなるご安心の提供により、貴社の事業活動をサポートします。

すぐに

貴社の大切な商品を
いつでもどこでもお守りします
貴社の大切な商品を
いつでもどこでもお守りします

もしかしたら、ご加入の保険では
補償が十分ではないかもしれません。

もしかしたら、ご加入の保険では
補償が十分ではないかもしれません。

カンタンお手続き！

※商品包括プランは商品在庫品包括契約特約を付帯した財産補償保険のペットネームです。
※このチラシは商品包括プランのごく簡単な説明を記載したものです。保険金をお支払いできる場合、お支払いできない場合、その他詳細につきましては、
ご契約のしおりをご確認いただくか弊社代理店または弊社にご照会ください。
※実際のご契約内容は申込書等でご確認ください。また、特にご注意いただきたい事項を重要事項説明書等に記載しておりますので、ご契約前に必ずご確認
ください。

「すべての原材料」「部品類一式」など、商品・製品等を包括的に補償対象とすることができます。

補償対象とする商品・製品等の名称や種類をお知らせください。
STEP1

主な保管場所（１か所）をお知らせください。
主な保管場所のご申告だけで、商品・製品等が国内どこにあっても補償されます(国内一円補償※)。
※ご希望により、補償範囲を輸送中のみ・保管中のみに変更することもできます。

STEP2

直近１年間の平均在庫高をお知らせください。
在庫高の変動に合わせ、評価額が自動修正されるので、毎月の在庫高の通知は不要です。
保険期間終了時の保険料精算も不要ですので、年１回の手続きでＯＫです。

STEP3

次の特約を追加することで補償アップできます。

特定リスクを補償対象外とすることもできます。
詳しくはお問い合わせください。

● 火災、落雷、破裂・爆発　● 風災・雹災・雪災 
● 盗難　● 水ぬれ　● 他物の衝突 
● 騒擾・労働争議等　● 破損・汚損等

基本補償・水災危険補償特約
・電気的・機械的事故補償特約
・冷凍・冷蔵物補償特約

さらに

商品包括プラン



Ｍｏｎｏ保険「商品包括プラン」は、貴社の大切な商品・製品等を包括的に補償します！！
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臨時の保管場所や
工場でのリスクの
補償は？

主な保管場所１か所のみ
ご申告いただくだけで、
国内すべての保管場所・工場
でのリスクを補償します※4

ご加入の保険では、あらかじめ定
めた場所以外でのリスクは補償
されていない可能性があります。

●委託先の運送業者のトラックが被害事故
　に遭い、積んでいた商品が破損した。

●輸送のためトラックに積込み中の仕掛品
　を誤って落下させた。

●荷卸し中の製品が盗まれた。 ●店舗内の商品が盗まれた。 ●委託先の加工工場で火災が発生し、
　保管中の半製品が焼失した。

●加工作業中の材料を、従業員のミスに
　より切断した。※3

●納入中の製品を障害物にぶつけて破損
　させた。

●冷凍庫が故障し、庫内の商品が使用不能
　になった。※1

●洪水により、倉庫内の原材料が水浸しに
　なった。※2

●委託先の工場で組立作業中の資材が、
　他物の衝突により全壊した。

貴社が所有する商品、原料、材料、仕掛品、半製品、製品、副産物、副資材等が保険の対象となります。

加工中・輸送中の
補償は？

保管中だけでなく、加工中や
輸送中も補償します※4

輸送中の補償 加工中の補償保管中の補償1 2

ご加入の保険では補償されて
いない可能性があります。

盗難・水災の
補償は？

盗難や水災のリスクも
補償します※5

ご加入の保険では補償されて
いない可能性があります。

主な保管場所

全国どこにあっても補償！

倉庫A

倉庫B

工場B

工場A

Ｍｏｎｏ保険
なら

Ｍｏｎｏ保険
なら

Ｍｏｎｏ保険
なら

Ｍｏｎｏ保険
なら

Ｍｏｎｏ保険
なら

在庫高が変動した場合の
補償は？
ご加入の保険では、在庫高が大きく
増えた場合に十分な補償を受けら
れない可能性があります。

輸送などを委託している間の補償は？
委託業者の賠償責任保険では対応できないこともあります。

在庫高の変動に合わせて
評価額が自動修正されるため、
事故時には実際の損害額を補償します

貴社の所有する商品・製品等は、
国内どこにあっても補償します※4

評価額

在庫高

実際の損害額
を補償！

評価額

在庫高

超過分は
補償されない

1月 2月 3月 4月 1月 2月 3月 4月

CASE

 1

CASE

 2

CASE

 3

委託先の運送業者Ａ社のトラックが事故に遭い、積んでいた製品が
使用不能になった。Ａ社が加入している賠償責任保険を使用しよう
としたが、法令に定められた運転資格を有しない者が運転していた
ことが明るみになり、免責となった。

委託先の運送業者Ｂ社のトラックが追突事故(加害車両に100％の
過失がある)に遭い、積んでいた商品が破損した。加害車両が無保険
だったため保険金請求できず、またＢ社には過失(賠償責任)がない
ため、Ｂ社の賠償責任保険では補償されなかった。

委託先の加工業者Ｃ社で一時保管中の原材料が冷凍・冷蔵装置の故
障により使用不能になった。Ｃ社が加入している賠償責任保険では、
補償されなかった。

今のままで大丈夫？

※4 補償範囲が国内一円の場合、国内であれば、保険の対象の所在を問わず、輸送中、加工中のリスクを含めて補償されます。

※1 冷凍・冷蔵物補償特約をセットした場合に補償されます。 ※2 水災危険補償特約をセットした場合に補償されます。

※3 電気的・機械的事故補償特約をセットした場合に補償
　　されます。

※5 水災については、水災危険補償特約をセット
　　した場合に補償されます。


